
ロバート・キサラ学長
アメリカ合衆国（シカゴ市）出身。
Divine Word College数学科卒業後、
Catholic Theological Union大学院神
学研究科、東京大学大学院人文科学
研究科修士課程および博士課程修了。
2020年より現職。神言修道会日本管
区長、総顧問、副総会長などカトリッ
クの各種要職を歴任。

　南山大学は、中部地区を含む西日本唯一のカトリック総
合大学であり、「Hominis Dignitati（人間の尊厳のため
に）」を教育モットーに掲げています。
　学問と人間のあり方を考える学びを土台とし、学生に寄
り添う教育を実現してきました。
　ポストコロナの今、求められているのは「以前の現状」
に戻すことでなく、「新しい現状」を作り出すことです。
このための本学の役割は、「Dignity（尊厳）」「Diversity
（多様性）」「Dialogue（対話）」の3つのDで表現できます。
対話を通じて、異なる文化や価値観を持つ人と理解し合い、
多様性や尊厳を尊重しつつ視野を広げることができる教育
環境は本学の大きな特徴の一つです。

文
理
融
合
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で

国
際
性
と
専
門
性
を
併
せ
も
つ
人
材
を
育
て

「
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
大
学
」
を
目
指
す

南山大学
〒466-8673　愛知県名古屋市昭和区山里町18　入試課　TEL 052-832-3013　https://www.nanzan-u.ac.jp/

「Hom
inis Dignitati

」

（
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に
）

を
教
育
モ
ッ
ト
ー
に

〝
国
境
の
な
い
学
び
の
場
〞
を
提
供

　

南
山
大
学
で
は
「
人
種
、
障
が
い
、
宗

教
、
文
化
、
性
別
な
ど
、
様
々
な
違
い
を

認
識
し
、
多
様
性
を
前
提
と
し
た
人
間
の

尊
厳
、
他
者
の
尊
厳
を
大
切
に
し
、
人
々

が
共
生
・
協
働
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
価

値
の
創
造
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
掲
げ
て
お
り
、「
国
境
の
な
い
学
び

の
場
」
と
す
る
た
め
の
改
革
と
環
境
整
備

も
展
開
し
て
い
ま
す
。
世
界
か
ら
選
ば
れ

る
大
学
と
し
て
、「
外
国
語
で
」
行
う
授

業
を
提
供
し
て
お
り
、
経
済
学
や
文
学
な

ど
２
０
２
４
年
度
は
約
60
科
目
を
開
講
。

日
本
人
学
生
と
外
国
人
留
学
生
と
の
外
国

語
に
よ
る
知
的
交
流
も
盛
ん
で
す
。

２
０
２
２
年
４
月
、
新
国
際
学
生
宿
舎

「
南
山
大
学
ヤ
ン
セ
ン
国
際
寮
」
開
寮

　

２
０
２
２
年
４
月
、
キ
ャ
ン
パ
ス
隣
接

地
に
、
１
７
８
室
の
寮
室
を
有
し
、
外
国

人
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
と
も
に
暮
ら

し
学
び
合
う
国
際
性
豊
か
な
学
生
宿
舎
を

開
寮
し
ま
し
た
。
１
年
次
か
ら
入
居
可
能

呼
ば
れ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｎ
Ｕ
‐
Ｃ

Ｏ
Ｉ
Ｌ
）
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｉ

Ｌ
と
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
国
際
的

な
双
方
向
の
教
育
手
法
の
こ
と
で
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
Ｌ
Ｍ
Ｓ
（
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム
）
な

ど
を
使
っ
て
南
山
大
学
生
と
海
外
の
大
学

生
を
繋
ぎ
、
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
み
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
型
授
業
に
加
え
て

海
外
留
学
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

に
求
め
ら
れ
る
力
を
養
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
型
授
業
を
受
講
す
る

こ
と
で
留
学
前
に
現
地
の
知
り
合
い
が
で

き
、
留
学
先
で
の
授
業
や
生
活
上
の
不
安

を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
で
、

留
学
後
の
受
講
は
、
外
国
語
運
用
能
力
の

維
持
向
上
や
、
現
地
学
生
と
の
関
係
性
の

継
続
に
つ
な
が
り
ま
す
。

多
彩
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
内
外
で
多
文
化
交
流
を
促
す

　

大
学
の
国
際
化
を
最
重
要
課
題
の
一
つ

で
す
。

　

新
国
際
学
生
宿
舎
の
最
大
の
特
徴
は
、

全
入
居
者
を
対
象
に
年
間
を
通
じ
て
提
供

さ
れ
る
「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。
異

な
る
価
値
観
を
持
つ
学
生
と
の
共
同
生
活

の
場
だ
け
で
は
な
く
、
多
様
化
す
る
社
会

で
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
提
供
し

ま
す
。

　

多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た

学
生
た
ち
と
の
共
同
生
活
を
通
し
て
、

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
経
験
で
き
な
い
多
文
化

理
解
を
深
め
、
人
間
の
尊
厳
、
他
者
の
尊

厳
を
大
切
に
し
、
共
生
・
協
働
を
大
事
に

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
海
外
大
学
と
連
携

Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
型
授
業
の
実
施

　

南
山
大
学
は
米
国
を
中
心
と
し
た
海
外

の
大
学
と
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
（Collaborative 

Online International Learning

）
と

■2023年４月、図書館リニューアル
　「ライネルス中央図書館」完成
　「知の塩」「世の光」として真のイノベーショ
ンを実現するために、モダニズム建築の代表的
建築家アントニン・レーモンドにより設計され
た本学図書館が、「であう」「つながる」「かわ
る」をコンセプトに、南山学園創設者であるヨ
ゼフ・ライネルス師の名を冠した「ライネルス
中央図書館」にリニューアルしました。

■南山大学は、ジブリパークの
　オフィシャルパートナーです。
　ジブリパークは「自然の叡智」「人、いきもの、
地球に対する愛」を理念に、地球規模の課題の
解決の方向性と人類の生き方の発信を目的とし
て開催された「愛・地球博」の精神を継承する
構想が立てられています。その方針が、本学の
理念や取り組み内容と一致することから、オ
フィシャルパートナーとして応援することとし
ました。

ⒸStudio Ghibli

に
掲
げ
て
い
る
南
山
大
学
で
は
、
交
換
留

学
、
認
定
留
学
、
そ
の
他
多
彩
な
短
期
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
海
外
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
情
報
提
供
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。
交
換
留
学
は
、
交
流
協
定
を
締
結

し
て
い
る
海
外
の
大
学
へ
授
業
料
免
除
で

学
部
留
学
す
る
制
度
。
交
換
協
定
校
は

37
カ
国
・
地
域
に
１
２
６
校
あ
り
ま
す

（
２
０
２
４
年
５
月
時
点
）。
認
定
留
学
は
、

協
定
校
以
外
の
希
望
留
学
先
や
留
学
期
間

を
選
び
、
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

学
部
独
自
の
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

８
学
部
全
て
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
授
業

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
各
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
語
学
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
現
地

の
文
化
に
触
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や

企
業
訪
問
な
ど
、
学
部
ご
と
の
専
門
性
を

反
映
さ
せ
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
他

に
も
学
部
学
科
に
関
係
な
く
全
て
の
学
生

が
参
加
で
き
る
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
派
遣
留
学
生
と
し
て
（
交
換
・

認
定
）
留
学
す
る
予
定
者
へ
の
経
済
上
の

援
助
を
行
う
目
的
で
「
南
山
大
学
派
遣
留

学
奨
学
金
」
を
設
定
し
、
海
外
留
学
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
制
度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
南
山
大
学
で
は
、
留
学
や

留
学
生
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
と
強
化
、

新
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
海
外
大
学
と
の

連
携
促
進
、
海
外
の
大
学
や
留
学
生
に
対

す
る
積
極
的
な
広
報
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

細
や
か
な
就
職
支
援
で

高
い
就
職
実
績
を
誇
る

　

就
職
に
お
い
て
も
毎
年
高
い
実
績
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
数
多
く
の
卒
業
生
が
ト

ヨ
タ
自
動
車
や
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
な
ど
の

国
内
ト
ッ
プ
企
業
に
就
職
し
て
お
り
、
優

秀
な
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
全
世
界
で
活
躍
し
て

い
る
こ
と
は
在
校
生
に
と
っ
て
大
き
な
強

み
と
な
り
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
は
、

就
職
活
動
に
関
す
る
基
本
的
な
内
容
か
ら

各
種
対
策
講
座
ま
で
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
。
例
え
ば
外
交
官
や
国
際
機
関
職

員
な
ど
国
際
的
な
活
躍
を
目
指
す
学
生
に

は
、「
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
キ
ャ
リ
ア

を
考
え
る
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
用
意
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
教
員
志
望
の
学
生
の
支

援
や
相
談
に
応
じ
る
専
門
機
関
の
「
教
職

セ
ン
タ
ー
」
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

業
界
・
職
種
研
究
会
を
は
じ
め
と
す
る

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

第
一
線
で
活
躍
中
の
卒
業
生
が
講
師
を
務

め
た
り
、
学
内
会
社
説
明
会
に
は
地
元
企

業
以
外
に
も
関
東
や
関
西
か
ら
多
数
の
企

業
が
参
加
し
ま
す
。

　

キ
サ
ラ
学
長
は
、「
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
、
目
標
を
持
ち
、
い
ま
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
一
歩
ず
つ
行
動
し
て
ほ
し

い
。
歩
み
を
続
け
て
い
け
ば
、
や
が
て
大

き
な
潮
流
と
な
り
ま
す
。
南
山
大
学
で
の

学
び
を
経
て
、
一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
本

当
の
価
値
を
見
い
だ
し
、
地
球
規
模
の
関

心
を
も
っ
て
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
て
動

け
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

南山大学　

123 卓越する大学 南山大学 122



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug true
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /ClipComplexRegions true
        /ConvertStrokesToOutlines false
        /ConvertTextToOutlines false
        /GradientResolution 400
        /LineArtTextResolution 1200
        /PresetName <FFFE5B00D89AE389CF50A65E5D00>
        /PresetSelector /HighResolution
        /RasterVectorBalance 1
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed true
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


